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小
豆
島
町
長
選
挙
及
び
小
豆

島
町
議
会
議
員
選
挙
を
次
の
日

程
で
執
行
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

場
所　
役
場
本
館
３
階

　
　
　
大
会
議
室

日
時　
３
月
15
日
㈫

◦
町
長
選
挙　
13
時
30
分
～

◦
町
議
会
議
員
選
挙　
15
時
～

※
会
場
の
都
合
上
、
出
席
者
は
、

立
候
補
予
定
者
１
名
に
つ
き
３

名
以
内
と
し
ま
す
。

　
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　
４
月
12
日
㈫

選
挙
期
日
（
投
開
票
日
）

　
４
月
17
日
㈰

　
町
長
選
挙
は
記
号
式
投
票
で
す

　
町
長
選
挙
の
投
票
方
法
（
期

日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
及
び

点
字
投
票
を
除
く
。）
は
、
記
号

式
投
票
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
号
式
投
票
と
は

　
候
補
者
の
氏
名
を
自
分
で
書

く
「
自
書
式
投
票
」
と
違
い
、

あ
ら
か
じ
め
候
補
者
氏
名
が
印

刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
の
所
定
の

欄
に
〇
印
を
付
け
る
方
法
で
す
。

（
記
載
台
に
備
え
付
け
の
○
印
ス

タ
ン
プ
を
使
用
ま
た
は
手
書
き
）

　
次
の
よ
う
な
場
合
は

無
効
に
な
り
ま
す

◦
〇
印
以
外
の
文
字
や
記
号
を

　

記
載
し
た
場
合
（
た
だ
し
、

　
訂
正
す
る
た
め
の
二
重
線
は

　
記
載
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。）

◦
誰
に
投
票
し
た
か
判
断
で
き

　
な
い
場
合
（
複
数
の
候
補
者

　
に
〇
印
を
付
け
た
り
、
誰
に

　
投
票
し
た
か
分
か
ら
な
い
位

　
置
に
〇
印
を
付
け
た
場
合
）

※
詳
細
は
、
広
報
４
月
号
の
折

込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
課
内
）

☎
82
︱
７
０
０
１

小
豆
島
町
長
選
挙

小
豆
島
町
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
令
和
４
年
３
月
か
ら
５
歳
～

11
歳
の
方
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
す
。

　
接
種
す
る
メ
リ
ッ
ト（
重
症
化

予
防
等
）と
デ
メ
リ
ッ
ト（
副
反

応
等
）を
考
慮
し
た
上
で
、
お
子

さ
ま
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
接
種
日
時
点
で
５
歳
～
11
歳

　
の
方

接
種
券
発
送
時
期

　
令
和
４
年
２
月
下
旬
か
ら
順

　
次
発
送

接
種
開
始
時
期

　
令
和
４
年
３
月
中
旬
か
ら
開

　
始

接
種
回
数　
２
回
接
種

※
１
回
目
接
種
日
か
ら
３
週
間

あ
け
て
２
回
目
を
接
種
。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン

　
（
５
歳
～
11
歳
用
）

接
種
場
所

　
小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科　

　
（
月
～
木
曜
日
）

予
約
方
法

　
接
種
券
が
届
き
次
第
、
小
豆

島
中
央
病
院
へ
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
予
約
受
付
時
間

　
11
時
30
分
～
13
時

◦
予
約
先
電
話
番
号

☎
75
︱
１
１
２
１

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報

　
５
歳
～
11
歳
用
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
詳
細
な
情
報
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

５
歳
～
11
歳
の
方
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す「５歳から11歳の

お子様と保護者の方へ」

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン

の
十
分
な
供
給
が
見
込
め
な
い

た
め
、
令
和
４
年
３
月
７
日
か

ら
医
療
機
関
で
使
用
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
を
次
の
表
の
と
お

り
に
変
更
し
ま
す
。
予
約
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

18
歳
以
上
の
方
の
個
別
接

種
で
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
を
変
更
し
ま
す

※
牟
礼
病
院
が
モ
デ
ル
ナ
社
製

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

医療機関名 使用するワクチン
小豆島中央病院
牟礼病院
池田内科クリニック
もり内科
内海平井クリニック

ファイザー

モデルナ

町内医療機関で使用するワクチン
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
す
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り

新
し
い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
『
う
み
ち
か
ふ
ら
っ
と
』
を

整
備
し
ま
し
た
。

施
設
の
ご
紹
介

　
こ
の
施
設
は
、
小
豆
島
ふ
る

さ
と
村
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
を
改
修

し
た
も
の
で
、
オ
ー
プ
ン
フ
ロ

ア
の
ほ
か
、
個
室
４
室
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１
室
を
備
え

た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で

す
。 

　
お
仕
事
や
打
合
せ
の
ほ
か
、

地
域
の
寄
り
合
い
、
イ
ベ
ン
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま

に
も
様
々
な
場
面
で
ご
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
中
は
、

無
料
体
験
で
き
ま
す

　
オ
ー
プ
ン
は
４
月
１
日
㈮
か

ら
で
す
が
、
３
月
14
日
㈪
～
31

日
㈭
ま
で
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期

間
と
し
、
施
設
利
用
を
無
料
と

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
要
予
約
）

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、
場
所
や

時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
を
指
し
ま
す
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
…
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
共

同
で
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
作
業
空
間
の
こ
と
で
す
。

各
種
設
備
を
備
え
て
い
ま
す

①
時
の
間
（
瞑
想
で
き
る
静
か

　
な
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
）

１
室
（
１
席
）

②
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス　
19
席

③
個
室
ブ
ー
ス　
３
室

④
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

１
室
（
６
席
）

⑤
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

⑥
上
下
可
動
式
デ
ス
ク

⑦
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

⑧
複
合
機

利
用
料
金
（
税
込
み
）　

◦
１
時
間　
　
　

３
３
０
円

◦
１
日　
　
　
１
，６
５
０
円

◦
１
カ
月　
１
６
，５
０
０
円

※
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
一

部
貸
出
機
器
は
別
途
料
金

予
約
が
必
要
で
す

　
施
設
を
利
用
す
る
方
は
、
う

み
ち
か
ふ
ら
っ
と
予
約
専
用
サ

イ
ト
、
ふ
る
さ
と
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
し
く
は
ふ
る
さ
と
村
事

務
所
に
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
予
約
受
付
開
始
は
３
月
７
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

『うみちかふらっと』名前の由来は…
　「うみちか（海に近い）」で、誰もが「フラっと」立ち寄れる、人に優しい「フラット（Flat）」な
空間で、都会の喧騒を離れ、いつもと違う（半音下がった）「♭（フラット）」な音を感じて欲しい。
そんな願いが「うみちかふらっと」の由来です。

問
い
合
わ
せ
先

　
住
ま
い
政
策
課☎82

︱
７
０
１
１

https://www.shodoshima.jp/
umichikaflat/
☎75－2266

ふるさと村ホームページ

https://reserva.be/shodoshima
furusatomura/

うみちかふらっと予約サイト

４月１日に
オープンします。

⑧①

②

③ ④

⑤

⑥⑥
⑥⑥

⑥⑥

⑦
　
こ
の
ほ
か
、W

i-Fi

、
電
源

（
AC
電
源
・U

SB
-C

）、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

モ
ニ
タ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
、
テ
ン
ト
貸

出
、
暗
証
番
号
式
ロ
ッ
カ
ー
が

あ
り
ま
す
。

完成イメージ
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　小豆島町のGIGAスクール事業で昨年３月に町内の全児童生徒
にiPadが整備されました。１日１時間はiPadを使った授業を受
けることを目標に約１年が経過しようとしています。ICT支援員
として町内の各校を巡回し、授業の支援に入った上での私見とな
りますが、これまでの町内の学校でのiPadの活用は、香川県内で
は平均より上、東京など都市部の学校と比べるとやや下といった
ところです。
　気が付けば、協力隊の残りの任期が１年数カ月。後半戦に入っ
ています。今後は継続してiPadと学習支援システムが使えるよう
に、ドキュメントや授業活用例などの作成と蓄積に注力していく
予定です。一方で、任期後の計画は暗雲がたちこめています。新
型コロナウイルス流行の影響で、半導体を中心とした電子部品や
プラスチック素材などが世界中で品不足となっています。ものに
よっては納品まで12～24カ月待ちになっています。このため任
期後の自活の計画を変えることにしました。さてこれからどうな
るのでしょうか。

地域おこし協力隊活動報告４月からゴミ収集
日程が変わります

　４月から、各地区の収集日
程・資源ごみ収集回数が変わ
ります。
　日程を確認していただき、
４月からのごみ出しはお間違
えのないようにお願いします。
　町ホームページに令和４年
度ごみ収集カレンダーを掲載
しております。ホームページ
または下のＱＲコードからご
確認ください。

問い合わせ先　
　住民生活課　
　☎︎82－7004

ICT支援員　吉
よし

川
かわ

　智
とも

康
やす
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科　

山
　
本
　
真
由
美
先
生

〈「
チ
ッ
ク
」

わ
ざ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
心
の
病
気
で
も
あ
り
ま
せ
ん
〉

　
「
チ
ッ
ク
」
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
症
状
だ
と
思
い
ま
す
。

瞬
き
や
首
を
振
る
、
咳
払
い
な

ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肩
を
回
し
た
り
手
を
振

っ
た
り
、
声
を
出
し
た
り
と
、

目
立
つ
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
睡
眠
中
に
は
消
失
し

ま
す
。
幼
児
期
は
一
過
性
の
こ

と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
ス
ト
レ
ス
や
環
境

の
変
化
に
よ
る
心
理
的
な
要
因

に
よ
り
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
原
因
は
脳

の
ド
パ
ミ
ン
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
と

い
う
神
経
が
関
係
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
は
早

寝
早
起
き
、
日
中
に
し
っ
か
り

活
動
す
る
と
い
う
、
規
則
正
し

く
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
生
活
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ゲ
ー

ム
は
症
状
を
増
悪
す
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
控
え
め
に
し
た
方

が
い
い
で
す
。
ま
た
、
チ
ッ
ク

の
症
状
は
、
わ
ざ
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
叱
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
兄
弟
に
も
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
説
明
し

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
園
や
学
校
で
も
、
理
解
し
て

対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
最
近
は
先
生
方
も
理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
相
談
し
て
お
く
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　
生
活
面
で
の
対
応
の
ほ
か
に
、

薬
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
に
も
生
活
面
で
の
対

応
は
大
切
で
す
。

　
症
状
に
よ
っ
て
は
、
本
人
も

保
護
者
も
不
安
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
症
状
は
よ

く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
を

繰
り
返
す
こ
と
も
多
い
の
で
、

焦
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
チ
ッ

ク
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

小
児
科
医
も
相
談
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
話

し
合
っ
て
、
現
状
を
知
る
、
一

緒
に
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
、

お
子
さ
ん
の
不
安
の
解
消
の
助

け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
続
く
中
、
様
々
な

困
難
に
直
面
し
た
方
々
に
、
生

活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
た

め
、
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
し
て
、
１
世
帯

あ
た
り
10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
令
和
３
年
12
月
10
日
時
点
で

小
豆
島
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
分
の

住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

②
家
計
急
変
世
帯

　
令
和
３
年
１
月
以
降
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、

収
入
減
少
に
よ
り
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
世
帯
。

※
①
、
②
い
ず
れ
も
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親

族
等
の
み
の
世
帯
を
除
き
ま
す
。

申
請
方
法
お
よ
び
期
間

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
対
象
と
な
る
世
帯
の
世
帯
主

の
方
に
、
住
民
生
活
課
か
ら
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
順
次

口
座
振
込
に
よ
り
給
付
を
行
い

ま
す
。

◦
申
請
期
間

　
令
和
４
年
５
月
13
日
ま
で

②
家
計
急
変
世
帯

　
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書

お
よ
び
簡
易
な
収
入（
所
得
）見

込
額
を
申
立
書
に
記
入
し
、
収

入
状
況
が
わ
か
る
書
類
等
と
あ

わ
せ
て
、
住
民
生
活
課
ま
で
郵

送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
を
行
い
、
支
給
要
件
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
順
次
口
座

振
込
に
よ
り
給
付
を
行
い
ま
す
。

◦
申
請
期
間

　
令
和
４
年
２
月
14
日
～

　
９
月
30
日

　
申
請
書
は
、
住
民
生
活
課
、

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

　
内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
︱
５
２
６
︱
１
４
５

　
４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
１

人
に
１
枚
）を
、
加
入
し
て
い
る

世
帯
全
員
分
ま
と
め
て
、
３
月

下
旬
頃
に
世
帯
主
の
方
に
特
定

記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
は
、
今
回
送
付

す
る
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証

　
紫
色
で
カ
ー
ド
サ
イ
ズ（
縦
5.4

㎝
×
横
8.6
㎝
）の
大
き
さ
で
す
。

台
紙
か
ら
は
が
し
て
お
使
い
く

だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら

　
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
確

認
し
て
、
間
違
い
が
あ
る
場
合

は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者

証
は

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で
返

却
す
る
か
、
ご
自
身
で
破
棄
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

住
民
税
非
課
税

世
帯
等
の
た
め
の

臨
時
特
別
給
付
金

新
し
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す
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　「自分が育った環境や文化と異なる場所で生きて
いけることを、心から幸せに思っている」とイン
タビューの時に語ってくれました。ご冥福を祈る
と共に、フィリスさんの志を絶やすことなく、平
和でグローバルな島がこれからも存続するよう、
私も非力ながら努力をしていきたいと気持ちを新
たにしています。

　Acts of kindness have a global impact.
　小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

小豆島町こまめ事業
～支え愛のある地域づくりを目指して～

掲示板
問い合わせ先
　高齢者福祉課（地域包括支援センター）
　　☎82－7006

こまめ事業とは
　誰もが自分らしく笑顔で生活を送ることができ、
幸齢者（幸せに齢を重ねる人）となれるように、地
域での支え愛の輪を広げていくための事業です。

　令和３年12月23日に片城あしたば会のみなさんがこまめ
隊養成塾を受講し、こまめ隊に仲間入りしました。
　こまめ隊養成塾では、認知症に関する知識や地域での『支
え愛』について学びます。「支え愛の輪」を広げるために、と
きには支え、ときには支えられ、お互いに支え
合うことが大切です。
　みなさんも、「支え上手」「支えられ上手」に
なりましょう。

「地域包括支援センター」をご存じですか

片城あしたば会がこまめ隊養成塾を受講しました

フィリスさんと一緒に

　地域包括支援センターは、介護・医療・保健・福祉等の側面から高齢者を支える「総合相談窓口」
です。
　保健師・社会福祉士・介護支援専門員（ケアマネジャー）の専門職が、介護保険サービス・
保健福祉・日常生活支援・介護予防・認知症等に関する相談・アドバイスを行います。また、
介護保険の申請窓口も担っています。
　本町では、役場西館１階にある高齢者福祉課内に設置しています。
　電話相談・来庁相談のほか、訪問相談もできますので、高齢者に関する心配
事や困り事がありましたら、お気軽にご相談ください。

片城あしたば会のみなさん
※撮影時のみマスクを外しています

※ホームページにも詳しく掲載していますのでQRコードを読み取ってご覧ください。

　　　　　　　私は22年間の海外生活を終え、
　　　　　　香川に戻って９年目を迎えます。
　　　　　　　そして2015年から、小豆島町で
　　　　　　国際交流アドバイザーとして活動を
　　　　　　しています。
　当時の私は「地球は一つであって、国境にとら
われることなく皆で一緒に暮らしていける」「人間
は皆同じ。それでも違いがあるからこそ面白い」
そんなことをお伝えしたいと思って動き始めまし
た。
　そんな私の活動よりもずっと前から島にグロー
バルな風を吹かそうと、道を切り開いてこられた
池田フィリスさんが昨年末に他界されました。約
１年前にフィリスさんのインタビューをこのコー
ナーでご紹介させていただく機会がありましたが、
彼女は私の活動を誰よりも応援してくれるサポー
ターであり、友人であり、母のような存在でした。
　人生の大半を小豆島で過ごしたフィリスさんは

～グローバルな風は小豆島から～～グローバルな風は小豆島から～
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第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨 

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日

本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思

い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　
第
11
回
特
別
弔
慰
金
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
支
給
対
象
者
に
記
名
国
債

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖

　
父
母
⑷
兄
弟
姉
妹

④
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
な
か
っ
た
⑴
父
母
⑵

　
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄
弟
姉
妹

⑤　
①
〜
④
以
外
の
戦
没
者
等
の

　
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

　
等
）

※
⑤
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

　
記
名
国
債

請
求
期
限

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

窓
口
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
は
、

現
役
並
み
所
得
者
（
窓
口
負
担

割
合
３
割
の
方
）
を
除
き
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割

に
な
り
ま
す
。

２
割
負
担
の
所
得
基
準

　
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

次
の
所
得
基
準
等
を
全
て
満
た

す
場
合
、
窓
口
負
担
割
合
が
２

割
と
な
り
ま
す
。

◦
世
帯
内
に
住
民
税
課
税
所
得

　
が
28
万
円
以
上
１
４
５
万
円

　
未
満
の
被
保
険
者
が
い
る

◦
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
の

　
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合

　
計
所
得
金
額
」
が
合
計
３
２

　
０
万
円
以
上
（
単
身
世
帯
の

　
場
合
は
２
０
０
万
円
以
上
）

　
で
あ
る

厚
生
労
働
省
に
よ
り
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

　
今
回
の
見
直
し
の
趣
旨
等
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
窓
口
負
担
割
合

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
︱
０
０
２
︱
７
１
９

受
付
時
間　
月
曜
日
か
ら
土
曜

　
日
ま
で
の
９
時
～
18
時
（
日

　
曜
・
祝
日
休
業
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

平井兵左衛門氏政追善供養
　「平井兵左衛門氏政終焉の地」（町指定
史跡）において追善供養、「池田の桟敷」

（重要有形民俗文化財）において霊神祭が
行われます。
日時　３月６日㈰
◦追 善 供 養　９時30分頃～
◦平称霊神祭　10時頃～
問い合わせ先
　小豆島町商工会青年部　☎82－1011

第2回こまめカフェを開催します
　認知症の方やその家族、認知症について相談がある・もっと知
りたいという方、地域住民、介護や福祉の専門職など、子どもか
ら大人まで誰もが気軽に集える「こまめカフェ（認知症カフェ）」
を次の日程で開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。
日　　時　３月22日㈫　13時30分～15時
場　　所　サン・オリーブ２階和室
内　　容　①講座「ハーブティーの上手な入れ方」
　　　　　②ハーブティーを飲みながら交流会
　　　　　③認知症や介護に関する相談等（個別相談可能）
対 象 者　町内に在住する認知症の方やその家族、認知症につい
　　　　　て相談のある方等
定　　員　10名（定員に達し次第締切）
参 加 料　無料
申込方法  ３月８日㈫までにオリーブ公園（☎82－2200）にお申
　し込みください。その際、送迎希望もお伝えください。
当日のサポート員　認知症疾患医療センター職員、
　地域包括支援センター職員等
問い合わせ先
　高齢者福祉課　☎82－7006

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ
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（小豆島町食生活改善推進協議会）（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！
今年度のテーマ

～小豆島の旬の魚を食べよう！～

❖作り方
①　米を洗い、Ⓐの調味料を入れて普通の水加減にする。
②　フライパンを熱してオリーブ油をひき、卵をいり卵に
　　する。にんじんはみじん切りにする。
③　鯛は皮目に２本切れ目を入れ、酒をふりかけてしばら
　　く置き、キッチンペーパーで水気をふき取る。

❖栄養価（１人分）
エネルギー	 471kcal
たんぱく質	 19.7g
脂　　　質　	 7.6g
カルシウム　	 23㎎
食塩相当量	 1.1g

鯛めし

マダイ今月のおすすめ
　小豆島でとれる旬のお魚

❖材　料（４人分）

　姿が美しく、味も
良いことから「魚の
王様」と言われるマ
ダイは、桜が咲く頃
に産卵のため瀬戸内
海に入り込み、この

時期のものは「桜鯛」と呼ばれています。
　刺し身、塩焼き、煮付けなど、さまざまな調理法で楽し
めます。旬の地魚を様々な料理で味わってみてください。

米　　　　　　2 合
　　みりん　　大さじ0．5
Ⓐ　酒　　　　大さじ 1
　　しょうゆ　大さじ1．5
にんじん　　　　　20ｇ

　卵　　　　　　　１個
　オリーブ油　小さじ１
　鯛（切り身）　　250ｇ
　酒　　　　　大さじ１
　オリーブ油　小さじ１
かいわれ大根　　 20ｇ

④　フライパンを熱し、オリーブ油をひいて鯛を焼き、か
　　るく焦げ目をつける。
⑤　①の上に④をのせ、②のにんじんを入れて炊く 。
⑥　炊き上がったら鯛の身をほぐしご飯と混ぜる 。
⑦　器に盛り、いり卵、かいわれ大根を上に飾る。

フレイルを予防する食事のポイントをご紹介します
　【フレイルって何？】
　「おいしくものが食べられなくな
った」　「疲れやすく、何をするのも
面倒だ」　「体重が以前よりも減って
きた」といったように、加齢に伴っ
て身体や心の働き、社会的なつなが
りが弱くなってきた状態を指しま
す。
　そして、この状態をそのまま放置
すると要介護状態になる可能性があ
ります。フレイルを予防するために
は運動だけでなく、日々の食事を通
して栄養を摂り、しっかり身体をつ
くることも大切です。
　今回、小豆島中央病院の管理栄養
士に、フレイルを予防するための食
事のポイントを紹介していただきま
した。おいしく食べて、元気にフレ
イル予防をしていきましょう。
　【相談ができます】
　フレイル予防や健康づくりについ
ては、高齢者福祉課（☎82－7006）
までご相談ください。
※各公民館からテレビ電話による相
談も可能です。
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　悩みやこころの落ち込みなどでつらい時は一人で抱え込まず、相
談しましょう。また、悩みや問題を抱え自殺を考えている人は、口
に出さなくてもなんらかのサインを出しています。周囲の人がその
サインに気づくことが、大切な命を守ることにつながります。

自殺予防やこころの健康を支援する相談窓口
◦香川いのちの電話
　☎087－833－7830　FAX087－861－4343　（24時間、365日対応）
◦こころの電話相談（香川県）
　☎087－833－5560（月～金9：00～16：30）
◦こころの電子メール相談（香川県）
　http://www.pref.kagawa.jp/seishinhoken/mokuji/mail.html
◦みんなのメンタルヘルス総合サイト（厚生労働省）
　http://www.mhlw.go.jp/kokoro/
◦働く人の「こころの耳電話相談」　☎0120－565－455
　（月・火17：00～22：00、土・日10：00～16：00）
◦働く人の「こころの耳SNS相談」・「こころの耳メール相談」
　https://kokoro.mhlw.go.jp/

自分や身近な人の様子が「いつもと違う…」と感じたら

日時　３月８日㈫　
　　　10時～13時
相談方法　
　電話相談（予約不要）または
　面接相談（予約制）
相談電話番号
　☎087－802－5228
　　（相談日のみ開設）
予約受付電話番号
　☎087－822－3693
　　（香川県弁護士会事務局）
相談場所
　香川県弁護士会館
相談料　無料

自殺対策強化月間
全国一斉

暮らしとこころの相談会

　民法の改正により、令和４年４月１日から、成
年年齢が20歳から18歳に引き下げられます。
　町では成人式の対象年齢について検討を行った
結果、成年年齢引き下げ後においても、当該年度
で20歳を迎えられる方を対象に式典を開催しま
す。なお、式典の名称は「小豆島町　はたちのつ
どい」に変わります。
　「小豆島町　はたちのつどい」令和４年度以降の
対象者は以下のとおりです
◦令和４年度（令和５年１月実施予定）	
　平成14年４月２日～平成15年４月１日
　生まれの方
◦令和５年度（令和６年１月実施予定）	
　平成15年４月２日～平成16年４月１日
　生まれの方
◦令和６年度（令和７年１月実施予定）	
　平成16年４月２日～平成17年４月１日
　生まれの方
決定の理由
　民法改正後、新成人となる18歳の多くが高校
生であり、就職や進学など将来の進路の選択に関
わる重要な時期を迎えていると考えられるため、
教育的背景を考慮して決定しました。
問い合わせ先
　生涯学習課　☎82－7015

成人式の令和４年度以降の対応に
ついてお知らせします健康教室を開催します

　①～③の各グループに２つの開催日を設けてい
ますので、どちらか一方を選んで予約してくださ
い。
場　　所　サン・オリーブ
時　　間　13時30分～14時30分
対 象 者　町内に住所を有する方
定　　員　30名
参 加 料　無料
申込期間　予約開始日から開催日前日まで
※マスクを着用して参加をお願いします。
※発熱などで体調が優れない場合は、参加を見合
わせてください。
※急遽中止になることがありますので、予めご了
承ください。
※緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の実施期
間中は中止します。
申し込み・問い合わせ先
　健康づくり福祉課　☎82－7038

３月８日㈫
３月10日㈭
３月15日㈫
３月17日㈭
３月22日㈫
３月24日㈭

グループ 予約開始日 開 催 日

①

②

③

３月２日㈬
8：30〜

３月９日㈬
8：30〜

３月16日㈬
8：30〜

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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広報文芸

木
枯
ら
し
の
吹
く
な
か
咲
け
る
石
蕗
に
忙
し
き
年
の
瀬
癒
さ
れ
お
り
ぬ

耳
に
手
を
当
て
て
白
寿
の
師
は
「
な
ん
と
」
言
う
て
わ
た
し
の
詠
進
歌
祝ほ

ぐ

鎮
座
せ
る
寿
老
人
を
尋
ね
き
て
七
福
神
を
め
ぐ
れ
る
日
暮
れ

帰
省
せ
る
孫
の
一
声
「
お
め
で
と
う
」
元
気
な
声
の
ひ
び
け
る
若
さ

三
日
は
や
都
会
に
帰
る
孫
娘
の
元
気
に
別
れ
の
ハ
グ
し
て
呉
る
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
旅
終
え
た
れ
ば
治
っ
て
い
る
鬱
に
気
付
け
る
開
高
健
氏

裏
山
の
岩
道
の
ぼ
り
自
家
水
道
修
理
せ
し
日
の
今
に
な
つ
か
し

十
年
ひ
と
束
に
な
し
ひ
き
寄
せ
る
七
つ
の
束
は
ひ
か
り
の
雫

丹
生　
裕
子

藤
井　
哲
夫

大
倉
真
智
子

八
木　
慶
子

藤
本　
忠
成

立
住
喜
代
子

柴
田　
令
子

大
谷
多
加
子

小豆島短歌会
一月例会　詠草

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、

番
組
内
で
「
返
品
可
能
」
な
ど

と
紹
介
さ
れ
て
い
て
も
、「
未
開

封
・
未
通
電
に
限
る
」
な
ど
、

様
々
な
条
件
が
付
い
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
画

面
の
中
で
は
こ
う
し
た
重
要
事

項
の
表
示
が
小
さ
い
・
短
い
こ

と
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
返
品
条
件
な
ど

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
電
話
番
号

・
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
62
︱
２
２
６
９

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

返
品
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

小豆島町立
図書館
☎82－0291

新刊紹介（一般向き）
書　　　　名 著者名

新刊紹介

ようかい村のようかいばあちゃん
たんじょうびはジェットコースター
ケケと半分魔女
かっこいいなしょうぼうし
お花のドレスのBプラン
いえるよ！ NO

（児童向き）

一ノ瀬ユウナが浮いている
MINECRAFT つながりの山

（ティーンズ向き）

書　　　　名

なぜちゅうしゃをするの？
レミーさんのひきだし
おめんです ３
オカピぼうやのちいさなぼうけん
どうしてパパとけっこんしたの？
かいじゅうたくはいびん

（幼児向き）

愚かな薔薇
捜査線上の夕映え
威風堂々 上・下
もう別れてもいいですか
ミス・サンシャイン
菊池寛が落語になる日
異変ありや
凪の光景
夜のお茶漬け
ボタニカ
六つの村を越えて髭をなびかせる者
桜風堂夢ものがたり
おネコさま御一行
探花
山狩
鑑定人　氏家京太郎
アクトレス
定年就活　働きものがゆく
ブラックボックス
その日まで
寂聴さんに教わったこと
挑戦　常識のブレーキをはずせ
ヒトの壁
思春期の子の育て方
ぜんぶわかる高齢者のからだと病気
ペットの命を守る本　もしもに備える救急ガイド
夏井いつきの世界一わかりやすい俳句鑑賞の授業
庭全体が美しく見える剪定の本
パン＆サンドイッチ　おいしい！ 300レシピ

恩　田　　陸
有栖川　有　栖
伊　東　　潤
垣　谷　美　雨
吉　田　修　一
春風亭　小　朝
佐　伯　泰　英
佐　藤　愛　子
山　　口　恵以子
朝　井　まかて
西　條　奈　加
村　山　早　紀
群　　ようこ
今　野　　敏
笹　本　稜　平
中　山　七　里
誉　田　哲　也
堀　川　アサコ
砂　川　文　次
瀬戸内　寂　聴
瀬　尾　まなほ
山中伸弥・藤井聡太
養　老　孟　司
諸　富　祥　彦
秋　下　雅　弘
サニー　カミヤ
夏井　いつき
田　口　裕　之
沼　津　り　え

孟子を読む会
にこにこおはなし会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会

（内容：「小説8050」林　真理子著）

5日㈯	 10：00〜12：00
6日㈰	 14：00〜14：30

12日㈯	 10：00〜12：00
13日㈰	 14：00〜14：30
19日㈯	 10：00〜12：00
20日㈰	 14：00〜16：00

３月の行事予定
行　　事　　名 日　　　　　　時 対　象

一 般
幼 ・ 児 童
一 般
幼 ・ 児 童
一　　 般
一　　 般

※休憩時間に換気を行います。また、入口にアルコール消毒液を置いていますの
　で、ご利用ください。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、急きょ変更または中止となること
　がありますので、ご了承ください。

図書館情報はこちら

２月26日㈯〜３月 8日㈫
３月13日㈰〜３月27日㈰

フラワーサークル彩　押し花絵作品展
フォト集団オリーブ「小豆島の四季」写真展

オリーブギャラリー３月の展示（オリーブナビ小豆島２階）
今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

展示期間 展　示　内　容

展示時間　９：00〜17：00

大人向け　　「出会いと別れの季節」展
　　　　　　「春の睡眠の日」特集展　
こども向け　「春をみつけよう！」図書展　　　　　　　　　 ３月30日㈬まで

今月のロビー展
　定住促進住宅に入居を
ご希望の方は、町ホーム
ページをご覧いただくか、
住まい政策課までご連絡
ください。

住まい政策課
☎︎82－7011

定住促進住宅に
入居ご希望の方へ

町立図書館では本のリサイクルフェアを行っています。
古くなった小説・雑誌・絵本など、様々なジャンルの本を持ち帰ることができま
す。ぜひ、お越しください。

本のリサイクルフェア
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町
立
図
書
館
主
催
の
第
43
回
読
書
感
想
文
募
集
に
、
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
、
一
般
か
ら
24
編
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
し

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第第
4343
回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

最
優
秀
賞

優
秀
賞

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

　
笠か

さ
い井　

望み

羽う

（
苗
羽
小
２
年
）

　

が
ん
ば
っ
て
い
る
ジ
ー
ジ
ー

　

に
お
水
を
と
ど
け
た
い

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

　
坂さ

か
ぐ
ち口　
裕ゆ

う
や哉

（
安
田
小
４
年
）

　

カ
ラ
ス
と
ぼ
く
と

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

　
山や

ま
も
と本　
彩あ

や
の乃

（
安
田
小
６
年
）

　

未
来
へ
続
く
道

◆
中
学
・
高
校
の
部

　
黒く

ろ
さ
き崎　
和わ

か
な奏

（
小
豆
島
中
学
２
年
）

　

生
き
続
け
る

◆
中
学
・
高
校
の
部

明
あ け だ

田　蓮
れ

央
お

（池田小５年）
友だちから友だち
へつなぐやさしさ

三
み う ら

浦　杏
あ ん な

凪
（星城小３年）

わたしは　あきら
めない

山
やま

本
もと

　茉
ま

奈
な

（安田小１年）
「ちょっとだけ」
をよんで

中
な か つ

津　翔
しょうや

也
（小豆島中央高２年）
孤独なクジラの声
を聴けたら

選
評
に
か
え
て

　
第
43
回
を
迎
え
た
小
豆
島
町
立

図
書
館
主
催
の
読
書
感
想
文
募
集

に
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
、
一

般
か
ら
24
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
、
本
を
通
し
て

の
一
人
一
人
の
思
い
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
を
大

切
に
想
っ
て
く
れ
る
家
族
や
友
人

が
そ
ば
に
い
る
こ
と
、
き
れ
い
な

水
が
い
つ
で
も
飲
め
る
と
い
っ
た

当
た
り
前
の
日
常
に
感
謝
す
る
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
主
人
公

の
気
持
ち
や
行
動
を
も
と
に
自
分

の
生
活
や
考
え
方
を
振
り
返
り
、

よ
り
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
が

表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
読
書
は
本
を
読

む
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
道

標
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
み
な
さ
ん
が
本
と
の
出
会

い
を
通
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い

ま
す
。

小
豆
島
が
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
」

に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
は
？

　
小
豆
島
に
お
け
る
オ
リ
ー
ブ

栽
培
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら
１

１
０
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。

　
日
本
は
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
争

に
よ
り
、
日
本
列
島
の
北
側
の

海
域
に
広
大
な
漁
場
を
獲
得
し
、

た
く
さ
ん
の
魚
介
類
の
水
揚
げ

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

魚
介
類
を
保
存
・
輸
送
す
る
た

め
に
は
オ
イ
ル
漬
け
に
す
る
必

要
が
あ
り
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

の
国
内
生
産
が
急
務
と
な
っ
た

た
め
、
国
を
挙
げ
て
オ
リ
ー
ブ

の
栽
培
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
商
務
省
（
現
在
の
農
林
水

産
省
）
の
指
定
を
受
け
、
明
治

41
年（
１
９
０
８
年
）、
三
重
県
、

香
川
県（
小
豆
島
）、
鹿
児
島
県

の
３
県
で
オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
三
重
県
と

鹿
児
島
県
で
栽
培
さ
れ
た
も
の

は
成
長
し
、
開
花
し
た
も
の
の
、

う
ま
く
実
が
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
一
、
小
豆

島
の
も
の
は
順
調
に
育
ち
、
栽

培
か
ら
２
年
ほ
ど
で
実
を
つ
け
、

大
正
時
代
の
初
め
頃
に
は
、
オ

イ
ル
の
採
油
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
以
降
、
先
人
た
ち
が
栽
培
方

法
や
加
工
方
法
に
つ
い
て
日
々

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
苦
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
オ
リ
ー
ブ
産
業

を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
、

今
で
は
「
日
本
で
オ
リ
ー
ブ
と

言
え
ば
小
豆
島
」
と
ま
で
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
近
に
あ
る
の
で
、
つ
い
そ

の
存
在
を
当
た
り
前
に
感
じ
て

し
ま
う
オ
リ
ー
ブ
。
こ
の
連
載

を
通
じ
て
、
今
一
度
オ
リ
ー
ブ

に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
さ
て
、
５
月
号
の
テ
ー
マ
は

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
花
」
に
つ
い
て

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
オ
リ
ー
ブ

の
開
花
時
期
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

オリーブ発祥の地碑（西村）

オ
リ
ー
ブ
と
と
も
に

オ
リ
ー
ブ
と
と
も
に
vol.１
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　本町では、奨学資金と保健医療福祉関係職修学資金の２つの貸付制度があり、無利子で貸し付け
を行っています。なお、２つの資金から同時に貸し付けを受けることはできません。詳しくは、お
問い合わせください。

奨学資金貸付制度

目 的

対 象 職 種

所 得 制 限

貸 付 金 額

貸 付 期 間

返 還 期 間

返 還 猶 予

返 還 免 除

申 請 期 間

申込用紙の
設 置 場 所

貸付対象者

保健医療福祉関係職修学資金貸付制度
修学資金 特別修学資金（加算部分）

◦町立施設およびその他町が認めた施設等における保健医療福祉
　関係職員の確保を図ります。

◦保健医療福祉関係職を目指
　す養成所等に在学中で、卒
　業後、町内施設およびその
　他町が認めた施設等でその
　業務に従事しようとする方。

◦修学の機会を確保するとともに、
　本町の振興と発展に必要な人材
　の育成を図ります。

◦対象職種はありません。

◦所得制限があります。
　　【計算式】
　合計所得額－（扶養親族数×38
　万円）が、622万円未満

◦高等学校等：月額10，000円
◦大学、短大、専修学校等：月額
　50，000円

◦貸付開始月から在学する学校の正規の修業期間まで

◦貸付終了の翌月から据置期間（１年間）を経過した後、貸付を受
　けた期間の２倍に相当する期間内

◦大学等を卒業後、町内に住所を
　有し、郡内の事業所に就業する
　ときは返還の猶予ができます。

◦返還猶予期間が５年間を経過すれば、返還が免除されます。

◦令和４年４月１日㈮から４月28日㈭まで
※特別な事情があるときは、申請期間以降に申請できる場合がありますので、お問い合わせください。
こども教育課（本館２階）、健康づくり福祉課（西館１階）、池田窓口センター（池田保健センター）、
各地区公民館

申し込み・問い合わせ先　こども教育課　☎82－7014

◦高等学校、大学などに在学中で、
　修学の意欲があり、経済的理由
　により修学が困難と認められる
　方。
◦町内に居住する方または、中学
　校か高等学校卒業時まで町内に
　居住していた方。

◦左記に記載する方のうち、成績
　優秀かつ向学心旺盛であり、家
　庭の経済的理由により修学が困
　難と認められる方。

◦医師、助産師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技
　師、臨床工学技士、視能訓練士、理学療法士、作業療法士、言
　語聴覚士、管理栄養士、保健師、社会福祉士、介護福祉士、精
　神保健福祉士、保育士、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士

◦所得制限はありません。

◦月額50，000円
◦特別修学資金の貸付を希望される方は、修学資金と合わせて申
　請してください。

◦所得制限があります。
　　【計算式】
　合計所得額－（扶養親族数×38
　万円）が、192万円未満
◦月額30，000円

◦修学資金の返還期間を経過した
　後、特別修学資金の貸付を受け
　た期間と同等の期間内

◦養成所等を卒業後、対象職種に必要となる資格を取得し、町立
　施設およびその他町が認めた施設等に就業するときは返還の猶
　予ができます。

令和４年度　奨学生（奨学資金）・令和４年度　奨学生（奨学資金）・
修学生（保健医療福祉関係職修学資金）を募集します修学生（保健医療福祉関係職修学資金）を募集します

片
城
自
治
会
館
が

完
成
し
ま
し
た

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
治
会
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
な
ど
に

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
片
城
自
治
会
館
は
宝
く
じ
助

成
の
建
替
え
に
よ
り
、
安
全
性

が
確
保
さ
れ
、
自
治
会
の
集
会

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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香
川
県
お
よ
び
小
豆
島
町
で

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持

っ
て
い
る
な
ど
要
件
を
満
た
す

方
が
利
用
す
る
自
動
車
の
自
動

車
税（
種
別
割
）を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
普
通
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　
令
和
４
年
度
自
動
車
税
の
減

免
申
請
は
、
４
月
１
日
㈮
か
ら

５
月
26
日
㈭
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
、
香
川
県
県
税

事
務
所
自
動
車
税
課
（
高
松
市

松
島
町
）
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
小
豆
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
次
の
と
お
り
出
張
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

小
豆
島
出
張
受
付

◦
４
月
７
日
㈭　
９
時
～
16
時

◦
４
月
14
日
㈭　
９
時
～
16
時

◦
５
月
12
日
㈭　
９
時
～
16
時

受
付
場
所

　
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　

(

香
川
県
小
豆
合
同
庁
舎
内)

☎
62
︱
２
２
６
６

問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
県
税
事
務
所

　
自
動
車
税
課

　
☎
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
３
１
４

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
出
張
受
付
前
に
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　
令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
の
受
付
は
、
５
月
31

日
㈫
ま
で
で
す
。

　
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
、

自
動
車
税（
県
税
）を
含
め
、
１

人
１
台
で
す
。
前
年
度
に
減
免

を
受
け
た
方
に
は
、
３
月
下
旬

に
郵
送
で
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
く
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
た
方
で
減
免

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

　
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◦
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

　
て
い
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
ま

　
た
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

◦
車
検
証
（
小
豆
島
町
ナ
ン
バ

　
ー
に
つ
い
て
は
、
登
録
証
）

受
付
場
所

◦
税
務
課

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

自
動
車
税
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　
出
張
自
動
車
登
録
が
行
わ
れ

ま
す
。
実
施
で
き
る
業
務
の
内

容
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
必
ず
確
認
の
上
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

実
施
す
る
業
務

　
登
録
自
動
車
お
よ
び
小
型
二

　
輪（
２
５
１
㏄
以
上
）の
車
両

　
で
、
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

　
番
号
変
更
・
新
規
登
録
・
廃

　
車
等
の
業
務

実
施
場
所

　
㈱
安
全
モ
ー
タ
ー
ス

　
（
土
庄
町
甲
５
８
７
８
︱

２
）

☎
62
︱
２
２
１
０

実
施
予
定
日

　
４
月
20
日
㈬
、
５
月
18
日
㈬

　
６
月
15
日
㈬
、
７
月
13
日
㈬

　
８
月
10
日
㈬
、
９
月
15
日
㈭

　
10
月
５
日
㈬
、
11
月
９
日
㈬

　
12
月
14
日
㈬

　
令
和
５
年
１
月
18
日
㈬

　
２
月
16
日
㈭
、
３
月
８
日
㈬

申
請
書
受
付
時
間

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、

　
13
時
～
13
時
20
分

自
動
車
税
等
の
申
告
納
付

　
出
張
登
録
の
申
請
時
に
自
動

車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
税
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

予
約
の
際
の
注
意
点

　
出
張
登
録
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
実
施
日
の
２
営
業
日
（
土

日
祝
日
を
除
く
）
前
の
午
前
中

ま
で
に
、
電
話
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
の
際
に
は
次
の
事
項

に
つ
い
て
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◦
希
望
日
、
取
り
扱
う
方
の
氏

　
名
お
よ
び
連
絡
先
、
自
動
車

　
登
録
番
号
、
希
望
す
る
申
請

　
の
内
容
（
名
義
変
更
等
）

※
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

の
交
付
を
伴
う
申
請（
転
入・番

号
変
更・新
規
等
）に
つ
い
て
は
、

予
約
時
に
自
動
車
検
査
証
ま
た

は
抹
消
登
録
証
明
書（
登
録
識
別

情
報
等
通
知
書
）の
写
し
を
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
運
輸
支
局
登
録
部
門

　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
予
約
）

　
☎
０
５
０
︱
５
５
４
０
︱
２
０
７
５

　
ＦＡＸ
０
８
７
︱
８
８
２
︱
４
０
４
１

◦
香
川
県
県
税
事
務
所

　
（
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
）

　
☎
０
８
７
︱
８
８
１
︱
３
８
５
８

自
動
車
の
出
張
登
録
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◦所得税および復興特別所得税　令和４年３月15日㈫まで
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をぜひご利用くだ
さい。スマートフォンでも所得税の確定申告書が作成できます。
◦個人事業者の消費税および地方消費税　令和４年３月31日㈭まで
◦贈与税　令和４年３月15日㈫まで
※新型コロナウイルスへの感染等により、期限までに申告が
困難な方は延長できます。

土庄税務署　☎62－1301

土庄税務署から申告と納税期限のお知らせ
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎82－7000

　「香川県自転車の安全利用に関する条例」の改正により、令和４年４月１日から自転車損
害保険への加入が義務となりました。もしもの事故に備え、必ず損害保険に加入しましょう。

香川県くらし安全安心課　☎087－832－3230

自転車損害保険への加入が義務となりました

　２月４日、手延素麺「島の光」を製造する西口製麺所（蒲
生）では、そうめんの天日干しが行われました。全国的に室
内乾燥が主流になる中、小豆島手延素麺協同組合では約400
年前から続く製法にこだわり、現在でも寒風が吹く中での天
日干しを続けています。
　この工程を経ることで、長く延ばされた麺を均一に乾燥さ
せることができるため、色むらのない、しっかりと引き締ま
ったそうめんに仕上がります。

伝 寒風でさらにおいしく

統の製法

対象者

　令和３年12月26日から28日にかけて、大阪市の丸善インテック
アリーナなどを舞台に行われた「JOCジュニアオリンピックカップ
第35回全国都道府県対抗中学バレーボール大会」に、小豆島中学校
２年の新川百太郎さんが香川県選抜として出場しました。新川さん
はミドルブロッカーとして全試合にレギュラー出場し、県選抜は過
去最高成績となる準優勝に輝きました。
　この結果について、新川さんは「大会には、周りのすごい先輩方
に連れてきてもらったという気持ち。貴重な経験を今後に生かし、
チームを引っ張る存在になって来年も出場したい。」と話しました。

全 バレーボール県選抜

国大会で準優勝

皇 １万3830首の中から入選

居で歌を披露

　１月18日、皇居・宮殿「松の間」で開かれた「歌会始の儀」　
に、一般応募の１万3830首から選ばれた藤井哲夫さん（苗羽）が
招待されました。
　儀式では、藤井さんの歌が天皇、皇后両陛下をはじめとする参
加者の前で披露されました。
　藤井さんは50歳で短歌を始め、これまで１万を超える歌を創作
しています。入選した歌は、藤井さんが古希を迎えた約10年前、
小学校時代の同窓会に参加した時の情景を詠んだものです。
入選した歌

出来た子もそれなりの子も働いて働きぬいて今日同窓会
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　小豆島町では『人が集い、元気なまち』を目指し、５本の柱を掲げ、様々な事業に取り組んでいます。
今回は、５本柱の中でも「行財政改革の推進」についてご紹介します。

最小の経費で最大の効果を「行財政改革の推進」

未来のための人材育成
　この数年で多くの課長級職員が退職を迎えま
す。将来のまちづくりを担う若手職員を中心に、
法制執務や危機管理対応など、様々な研修を行
なっているほか、職員による事業提案制度を設け
るなど、職員の意識改革と資質向上を図っていま
す。

常に無駄なく、効率的に
　行財政改革の推進には、その指針となる「集
中改革プラン」と「中期財政計画」の着実な実
践が不可欠です。厳しい財政状況ではあります
が、町民の皆さまの目線に立った効率的で持続
可能な行財政運営を進めています。

　行財政改革の推進は、持続的に行政を運営するための重要な柱です。最小の経費
で最大の効果を挙げるためには、私を含めた職員全員が「全体の奉仕者」としての
自覚を持ち、無駄のない効率的な行財政運営を行う必要があります。
　少子高齢化による人口減少や厳しい財政事情など、町の抱える課題は山積してお
り、簡単には克服できません。中長期的な視点に立ち、行財政改革を含めた５本柱
をそれぞれ着実に実践することにより、町民の皆さんが安心して幸せに暮らすこと
ができる「人が集い、元気なまち」の実現を目指します。

小豆島町長　松　本　　篤　

「人が集い、元気なまち」

10年ぶりの赤字脱却
　「最小の経費で最大の効果を挙げる」という地
方自治の基本に立ち返り、行財政改革への取り
組みを着実に進めた結果、令和２年度の実質単
年度収支については、10年ぶりに黒字に転じま
した。

ふるさと納税でまちを元気に
　ふるさと納税では全国の皆さまから多くのご
寄附をいただいており、令和３年度（12月末時
点）の寄附額は約９億円となっております。い
ただいた寄附金は、５本柱として掲げている
様々な事業に活用しています。

ふるさと納税オンラインイベントの様子

危機管理研修「災害対策本部運営訓練」の様子
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く
ら
し
の
情
報

月3
March

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事

な
ど
が
中
止
・
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
数

で
す
が
、
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
町
職
員
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
募
集

　
４
月
か
ら
町
内
小
学
校
で
英

語
の
授
業
支
援（
短
時
間
勤
務
）

が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　
臨
時
小
学
校
英
語
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

応
募
資
格

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
日
常
英
会
話
程

度
の
語
学
力
を
お
持
ち
の
方

募
集
期
間

　
３
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
教
育
課

☎
82
︱
７
０
１
４

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
編
）
受
講
者
募
集

　
初
め
て
手
話
を
学
び
た
い
方

や
手
話
の
基
礎
知
識
を
学
び
た

い
方
向
け
に
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
が
開
か
れ
ま
す
。

受
講
資
格

①
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る

②
講
座
お
よ
び
手
話
サ
ー
ク
ル

　
体
験
・
聴
覚
障
害
者
協
会
行

　
事
に
参
加
で
き
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
「
入
門
編
」

※
入
門
編
修
了
後
に「
基
礎
編
」

　
（
令
和
５
年
５
月
～
令
和
６
年

１
月
）
を
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
定
員

　
40
名
（
超
過
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
教

　
材
費
４
，４
０
０
円
が
必
要
）

開
催
日　
令
和
４
年
５
月
７
日

　
～
令
和
５
年
１
月
14
日
の
基

　
本
土
曜
日（
祝
祭
日
除
く
）

　
全
22
回

時
間　
14
時
～
16
時

会
場　
香
川
県
社
会
福
祉
総
合

　
セ
ン
タ
ー

※
東
讃
会
場
も
設
け
ま
す
。
日

程
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
令
和
４
年
４
月
21
日
㈭

申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、
往

信
面
に
①
住
所
、
②
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号

お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
⑤
受
講

希
望
会
場（
第
１
・
第
２
希
望
）

を
記
入
し
、
返
信
面
の
宛
名
欄

に
も
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
「
手
話
奉
仕
員
養
成

　
講
座　
入
門
編
」
係

　
☎
０
８
７
︱
８
６
８
︱
９
２
０
０

U
RL　

https://w
w

w
.chosyo

center.com
/syuw

akoza/ent
ry.htm

l

求
募
集
・
試
験

相
談
・
そ
の
他

年
金
相
談

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
予
約
先

・
３
月
11
日
㈮　
10
時
～
15
時

　
役
場
西
館
２
階　
会
議
室
５

　
予
約
高
松
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

・
３
月
16
日
㈬
・
25
日
㈮

　
10
時
～
15
時

　
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　
保
健
指
導
室

　
予
約
街
角
の
年
金
相
談
セ

　
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
６
０
２
０

※
３
月
16
日
㈬
・
25
日
㈮
の
年

金
相
談
は
、
年
金
事
務
所
と
同

様
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な

ど
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
来

ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状
お
よ

び
依
頼
を
受
け
た
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

・
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

教
室
・
講
座

　戸別受信機は、台風・地震などの非常時の情報伝達や役場からのお知らせを
お伝えするために、住民の皆さまへ貸し出しをしています。通常はコンセント
に接続して使用しますが、停電時にも使用できるよう電池が入っていますので、
定期的な交換をお願いします。
　また、引っ越しなどで不要になった場合は、不燃ごみとして処分せず、必ず
総務課または池田窓口センターへご返却ください。
問い合わせ先　総務課　☎82－7001

前面のふたを外すと
電池交換ができます

戸別受信機は適切に管理しましょう
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小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

毎月 19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っこ

３月　くらしのカレンダー

　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島の魅力をお伝えしていま
す。
　３月は、「オリーブオイルの楽しみ方」　「城山桜公園の花情報」　「オ
リーブの日」　「春の小豆島88カ所霊場」などの話題をお届けする予定で
す。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、放送内容は変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」放送中！

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

FM香川　周波数78．6MHz　毎週火曜日8：25～8：30

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、
小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

発生状況（１月）
事故・火災・救急

6

9

0

1月からの
累　　計 昨年同期区　分

発　　生

負 傷 者

死 亡 者

件　数

6

9

0

0

0

00

火　　災

救　　急

11

79

1

79

0

77

役場では品物をお預りしていません。
また、家電４品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵（凍）庫・エアコン）については、リサ
イクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。

【譲ります】
ひな壇（７段・人形なし）	 無償
座布団（10枚）	 無償
餅つき機	 無償
ひな人形（５段飾り）	 無償
ケース入り人形	 無償
結納用水引	 無償
テレビ台（横幅110㎝）	 無償
ひな人形（７段飾り）	 無償
学習机（２つ）	 無償
２段ベッド（はしごなし）	 無償
電子ピアノ（イス付き）	 無償

（12〜１月受付分）
リサイクル情報

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。　住民生活課（☎82－7004）

【求めます】
小豆島中学校体操服（170㎝以上）	 無償
小豆島中学校ヘルメット	 無償
シニアカー	 無償

新型コロナウイルス感染症の影響により
中止・変更となる場合があります。

お買い物は、
エコバッグを持って
地元商店で

（敬称略）
寄　付

● 小豆島町へ
　▷株式会社BEATICE

可燃大型ごみ受け入れ可燃大型ごみ受け入れ
一時停止のお知らせ一時停止のお知らせ

　小豆島クリーンセンターでは、
点検補修工事のため、３月11日
㈮まで50cm以上の大型ごみの受
け入れができません。
　ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力を
お願いします。
　住民生活課　☎︎82－7004

小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
受　　付：
　　毎日19時～翌朝8時

夜間の急病やけがで困っ夜間の急病やけがで困っ
たときは、まず救急電話たときは、まず救急電話
相談をご利用ください。相談をご利用ください。

緊急電話相談緊急電話相談

心配ごと相談所	 13：30〜15：30	 池田保健センター1階保健指導室

心配ごと相談所	 13：30〜15：30	 役場西館２階
行政相談	 13：30〜16：00	 社会福祉協議会事務室

年金相談（要予約）	 10：00〜15：00	 役場西館２階会議室５

健康相談	 10：00〜11：00	 当浜第二集会所

8日

9日

11日
14日
15日

16日
22日
23日

25日
28日

火

水

金
月
火

水
火
水

金
月

健康相談（要予約）	 10：00〜11：30	 役場西館１階保健センター
※内科医による相談も実施　申込先　健康づくり福祉課　☎︎82－7038

よろず経営相談（要予約）	10：00〜16：00	 役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）	10：00〜16：00	 役場本館１階打合室２
よろず経営相談と知財総合支援窓口の申込先　商工観光課　☎︎82－7021

年金相談（要予約）	 10：00〜15：00	 池田保健センター1階保健指導室

健康相談	 10：00〜11：00	 吉田地区浜集会所

思春期相談（要予約）	14：30〜16：10	 小豆総合事務所東館1階デイケア室
申込先　小豆総合事務所保健福祉課　☎︎62－1373
年金相談（要予約）	 10：00〜15：00	 池田保健センター1階保健指導室

行政相談	 13：30〜16：00	 池田保健センター1階保健指導室

）
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こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

１
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で

◎　
出　
　
生
（
３
人
）

【
お
め
で
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん　
性
別　
届
出
人　

地　
区

須
藤
絃い

と
は初	

女　
大　
弥	

蒲　
生

細
川
虎と

ら
い威	

男　
大　
輔	

馬　
木

坂
下
結ゆ

い
な

衣
菜	

女　
大　
介	　
〃

岩
澤
潤
二　
91	

岩
澤
マ
キ	

池　
田

向
井　
弘	

85	

向
井
孝
志	

中　
山

山
田
義
一	

95	

山
田
篤
美	

二　
面

田
中　
田　
96	

橋
本
稔
子	

西　
村

大
川
新
也　
68	

大
川
大
地	

神
懸
通

阿
治　
彰　
80	

阿
治　
修	　
〃

赤
岩
敏
彦　
83	

赤
岩
君
代	

草
壁
本
町

柏
原
貴
美
子	

100	

柏
原　
誠	

片　
城

木
村
伸
博	

73	

木
村
良
子	　
〃

森　
大
祐	

69	

森
か
よ
子	　
〃

水
谷
正
三	

91	

藤
元
い
つ
子	

安　
田

竹
口
冨
士
子	

91	

竹
口
正
則	

当　
浜

小
竹
愛
子	

91	

小
竹
義
昭	

馬　
木

植
松
マ
サ
乃	

79	

植
松
洋
雄	　
〃

　

氏　
名　
歳　
届
出
人　
地　
区

◎　
死　
　
亡
（
19
人
）

【
お
く
や
み
】

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

　
く
だ
さ
い
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　

日
本
に
お
け
る
農
業
従
事
者

数
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０

２
０
年
に
な
る
ま
で
の
５
年
間

で
、
45・
７
万
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、「
休
み
が

な
く
て
し
ん
ど
い
」「
儲
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
で
若
者
が

農
業
を
し
た
が
ら
な
い
、
ま
た
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り

リ
タ
イ
ア
す
る
人
が
増
え
た
、

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
豆
島
で
も
農
業
を
す
る
人
は

減
っ
て
お
り
、
荒
れ
た
土
地
が

増
え
て
雑
木
林
の
様
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
言
葉
も
耳
に
し

ま
す
。

　

こ
の
現
実
を
受
け
止
め
、
今

の
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
た
と
き
、
農
業
経
験
の
な

い
私
が
農
業
経
営
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と

若
者
世
代
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
仕
事
に
な
る
の
で
は
と

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
荒
れ
果

て
た
農
地
を
元
に
戻
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
小
豆
島
に
住

み
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
も
考
え
ま
し
た
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
今
現
在
の

私
で
は
、
自
分
の
経
営
を
回
す

こ
と
だ
け
で
精
一
杯
な
の
で
す

が
、
10
年
後
に
は
、
家
族
以
外

の
人
を
雇
い
、
他
の
人
も
農
業

で
養
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り

ま
す
が
、
農
業
と
い
う
職
業
は

人
を
幸
せ
に
す
る
・
人
を
笑
顔

に
さ
せ
る
魅
力
の
あ
る
職
業
と

い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
、
若
者
農
業
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
野
菜
の
色
が
葉
っ
ぱ
に
ま

で
色
づ
く
ほ
ど
お
い
し
い
野
菜

を
作
る
�
」
と
い
う
思
い
を
込

め
た
「
い
ろ
は
」
と
い
う
名
前

に
恥
じ
な
い
農
業
経
営
者
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
地
元
で
あ
る
こ

の
小
豆
島
で
、
新
規
就
農
者
と

し
て
農
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
い
ろ
は
農
場
」
と
い
う
名
前

で
、
さ
つ
ま
い
も
や
じ
ゃ
が
い

も
な
ど
の
根
菜
類
、
菜
の
花
や

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
葉
物
野
菜

な
ど
、
幅
広
く
露
地
野
菜
を
作

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
私
が
農
業

を
し
よ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う

と
、
色
々
な
農
業
者
と
直
接
お

会
い
し
て
話
を
聞
く
た
び
に「
後

継
者
が
い
な
く
て
、
土
地
が
荒

れ
て
い
く
の
が
怖
い
」「
自
分
の

作
っ
た
研
究
デ
ー
タ
が
受
け
継

が
れ
ず
に
衰
退
し
て
い
く
の
が

悲
し
い
」
と
い
っ
た
お
声
を
聴

い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
各
地

方
の
農
地
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い

た
時
に
、
同
じ
野
菜
で
も
全
然

味
が
違
う
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、

こ
の
小
豆
島
な
ら
で
は
の
味
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

◎　
婚　
　
姻
（
１
組
）

【
ご
結
婚
】

　

氏
名　
夫　
　

妻　
　

地　
区

宮
本
千
宙
・
朱　
音	

福　
田

小
豆
島
の
未
来
を
担
う

若
者
の
想
い

　『
増
え
ろ
�
若
者
農
業
者
�
』
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企
画

・
編

集
／

小
豆

島
町

企
画

財
政

課
〒

761-4492　
香

川
県

小
豆

郡
小

豆
島

町
片

城
甲

44-95
TEL（

0879）82-7000・
FA

X（
0879）82-7023

土ど

　
居い

　
悠ゆ

う

　
太た

さ
ん

（
池
田
出
身
）

人
の
動
き

（２月１日現在（　）内は前月比）

人　口　13,448 人　　（－38人）

男　性　 6,415 人　　（－27人）

女　性　 7,033 人　　（－11人）

世帯数　 6,049世帯　　（－17)

	
　毎月第４日曜日に地元の新鮮な農林水産物を
軽トラで販売しています。※雨天中止
日時　３月27日㈰９時～　なくなり次第終了
場所　オリーブナビ小豆島　駐車場
※エコバッグをお持ちの上、マス
クを着用してお越しください。
問い合わせ先
　小豆島オリーブ公園　☎82－2200

軽トラ産直市 黒
島

雄	

96	

阿
部
真
理
子	

苗　
羽

久
留
島
信
夫	

65	

久
留
島
光
彦	

坂　
手

森
下　
晃	

88	

森
下
豊
子	　
〃

西
山　
靜	

98	

西
山　
泰	

福　
田

平
木
士
良	

88	

平
木
和
弘	　
〃


